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東北関東大震災の影警は横浜{こち

共に頑張ろう!
一一ょっぱホーム・第2ょっぱホーム通常通りに活動一一

お蔭様で私たちはみんな無事です。

日々流れる 大震災のニュースを見ながら、

あの磯の香のする美しいふるさとに戻る日はいつ来るのかと、

日本中が、“自分に今できる事はなにか"と

思っているのではないでしょうか。

私たちの生活にも少なからず影響が出ましたが、大きな変化に弱い障害者たちの日常を、

出来るだけ変えることなく、ホームで安

新吉田地域受流バザー

中止のお知らせ

3月 26日(士)に予定されておりました、

港北区新吉田町でのグループホームょっばホ

ーム地域交流ノtザーは、今度の東北関東大震災

に伴う諸般の事情により、まことに残念ながら

中止する事になりました。

ご後援いただいた皆様、ボランティアとして

ご予定いただし、た皆様や、ご来場をご予定くだ

さった皆様には、お詫び申し上げるとともに、

ご支援に対しJL'より感謝申し上げます。

尚、震災で被災された皆様に対して、心より

お見舞い申し上げ、当会でも、ささやかながら

ご協力の方法を考えて参りたいと存じます。

心して過ごすために、みんな頑張ってい

ます。

* * 
おしょせる津波のすざましさは、日に

日にその爪あとが明らかにされ、亡くな

った方たちも、 22000人を越え、何々

町に何人と細かく報じられるのを見るた

びに、本当に一人ひとりの尊い命が絶た

れたのだなと実感してつらいです。

予断を許さない原子力発電所のニュース

にも、無事に終わらせるために命を懸け

る人たちの涙があり...。

ただ、安心材料ばかりの情報の後ろで

何が起きているのか。あの“風の谷のナ

ウシカ"をはじめとするアニメの世界を

感じさせるような、こわさもあります。

私たちの便利な生活は、原子力発電と言う大きな力に依存してきました。

計画停電による生活の不便、交通機関の惨憎たる現状、企業の活動の停滞と混乱..そして

福島原発の周辺地域に暮す罪も無い人たちにもたらしている 3重苦の被災が、私たちにもそ

の責任を問うているのではないでしょうか。

* * * 
さて、こんな状況の中ですが、私たちの支援するグループホームは、平常どおり活動し

ています。 デリケートな入居者たちは、世の中の異常な雰囲気の中で、少なからず精神

的に疲れはありますが、今のところ不自由も無く過ごせる事には、感謝しています。

ただ、日中過ごす場の活動ホーム「しもだ」が休館にしたり、その後も受け入れを半分に

減らしたり、給食の中止、送迎の中止ときわめて不確定な中で、グループホームはその分、

日中のスタップの手当てをしたり、送迎を確保したりと暮らしを守る努力が必要でした。

まさに、生活の場であることを、再認識した事態でした。

はからずも先日から話しを進めてきた、活動ホームとの連携の中での、緊急時の対応と

して、応援のスタップを派遣してもらえたのは、ありがたかったと思います。

ょっばホームのスタップたちの中には、被災地に実家のある人たちもいますし、遠くから

通ってくる人たちもいます。そんな中で、ガソリンを調達し、定期的に配達する夕食以外

の食材を調達し、停電にそなえ...と、みんな力を合わせて奮闘中です。

との経験を生かし、生活の場として腰をすえ、次への備えも組み立てていきましょう。
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作業所連絡会

受流会で歌う

(2011. 3. 11)/ 
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「活動ホ ムしもだJのメンバーは、区内の障

害者団体の受流会で、トップを飾りコーラスを

按露しましたo(指揮・)11井さん、伴奏・赤瀬さ

ん) この約30分後、東北関東大地震が襲い、

会場のラポールも大きくゆれました.
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令みんな大変なときだけど... 

たまたま、港北区の作業所の坊さんとラボーノレ、ンアターで、交流会令している;

とをき、今度の大会患獲に易いました。

いつまでたっても大きく揺れていました。

孝章台の上や、私立〉すわっていた差益痛の上で、天チ干のライトが大会く揺れ、舞台の下のイスな;

ど会いれであるところの戸が、煎~;:t溺れてきてびっくりしました。

犯は始めての体験でした。

だんだん頭のやが自くなって、言農が主主いす告と押して下さって外へ尚たのかわからないぐら;

いでした。だんだん鋲ち青くなっていたといわれました。

幸よは少し泣きたし、ぐらいの気持ちになちました。

少しゅれるのが収まって、タトの口ど…iこ出ると、また少しづっゆれていて、もう一変大き i

t くゆれました。

私は、たまたま母が来ていたので、コーラスの先生が f友子さんよかったねむお惨さんに i
;見に来ていただいて。安心ねiど言われて、念にほっとしました。そして早々く主主に織りたい;

iなと忍いました。

と 織ってテレビ会見て大きな総長撃があったことをしり家した。それからは、ずっとテレビ

!をみてい首長した。家や綴や準会主小さなおもちゃのようにひっくり返号ぶつか号あって傍tl:I'L

; t:.号、誌記されていきました。人間のカではどうにもならない、津波の怖さを丸ました。

* * * 
いつも怒い亥すが、お伴寄りや、供する人たちのよう引土、テレげでたくさん映してい;

まナが、!湾繁華fのよう寸i土、わかりませんa どうしているかな、と心配になりました。総;

重量の滋難所で、本なら]t:イスのiニであどれぐらい草夏日経って過ごせるかなと思ったけど、議 j

Eまの障を葬者i立小さくなっては絞れないので大変です。 Y主主だったらどうだろうか、 Sさん i
だったらどうなるかどいろいろ考えてしまいました。!

とても集いのも大変ですが、暑い変だったらもっといろいろ大変だったかも知れませんG i 
地震のあった地方だけでなく、ねたちも、計剣体電吋りましたが、呼吸緩や療取り齢;

どの医療溶械a'つけたり、電気がどうしても必婆な生活をしている人たちは、とてもE怒っ:

ています。

いま、みんなとても大変です。楽しみにしていた行事は、みんな次々とや止になっていゑ z

れ歩けない人たちにとっては、樹立たと同じでれガソリンも凝りなくて、心配しなが j
ら動いています窃

なんとなく心が緩くなっていますが、隣いながらも頑張って動いているのです。!

みんなの応援で、出楽るだけ普j設に軍事すことが、紘に隊来る大拐な事だとおもってい家す。 i
大勝友子 j 
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獲さのヰ，Iと春を韓基じる尊重となってきEましたが、いかがお過ごしでしょうか。 i

i 3JHこ入ってからも穣ちるくらいの雪が降ったり、みんなの体話題管理型には気合つけたい;

iとJ慾い家す令そして早いものゼもうすぐ年度末を主主えます。

3 Jl 3日は桃の節句、ひな参議りでナJ
さdやかではあり求すがょっぱホームでもひな委主り

i会合聞きました。

z この切の夕食のメインはちらし美子司にひな祭りケ-

jキ会 美絞しいごちそうを少し孜捜しながら、みんな

i食前に入浴合済ませ務長詰万機。そしていよいよ夕食の

i 時間です。

; rいただきますけと悶時に『次郎お内裏さま』がケーキをロックオン!

f今日l士重どのぞ予の初だから勢様子2ちんと花!喝さんからケ…キ西日りますねのちゃんといち

iどもみんなの分ありますから。 j と話して納得。 (ô ô) I 

「あかりa'つけましょ iまんばりに~þ お花をあげましょ 桃の15~Pj
fv、くつになっても女の子の気持ちは終っていたいわね~。マ((‘印内))J 

iなど言語しながら、みんなで型軽しいひなき襲号の夜を過ごしましたc

* * * 
東北関東火地護憲被災草子(J)jjへお見舞い申し上げ設すο

そして亡くなられたtfのご'書記福寺をお祈りし設す。

;第2ょっぱiI¥ーム

最近i立大きな総震があったり大変でしたが、みんな怒い，Ill-いの生活を過ごしていま十0

3}3 3日はひな然りということもあち惨さんでケーキ安食べました!

; 女{投入続税の綾子さんとl:i:.子さんは、事言語にひな人形を室怒りこの日会待ちわびていまし

: 1亡。ひな委長り lliS I土皆で凝ってきたケ一々を食べ皆でき美しく i滋ごしました。

3 Jl 1 1院は綴浜ラボールiこでイベントがあり、しもだのみんなと参加しました。

! ラボーんで械に遭い紛い思いをして純ずるまで心祝でしたが、 fただいまjの笑顔を

iみて安心し己主した。

F可務3さんはお気に入りのスタッフiと戸かtすたり、~[j閃さんもま己ラ誌な笑顔をみせてくれた
号、友子さんは自分の妻子きなこと安され、望者予さんはスタ

ッフと F絡に幸子きなテレピ後主主さとみてゆっく号過ごしたり

と、みんないつも巡りの終照会過ごしています。

もうナぐ 4)寺。桜が咲いて「お枚見に行けたらいいね.~J 

とみんなで話に犯を咲かせました。

長造後に、今回災3撃にあかれ亡くなられた方たちのご葵軽量

をお析与します。
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